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センスのあるユーモアを生み出した。 
元来、気質との親和性が高い、医学・生理学用語だった「フモール」を、美学的な用語の「ユーモア」と
して使い始めたように、作者はティッピング・ポイントと気質である魅力的を時間の中で重ねている。 
作者は、「表現行為は鑑賞者との共鳴を高め、ある種暴力的に感情を揺さぶることが可能である」と論述し、
そこにこのメカニズムをひも解いていく事が本論文そのものである。審査は作品との関係において同時に進
行し芸術表現の新しい視点を見いだそうとする点を高く評価した。 
作品においてのタイトルは「Floating Macaca fuscata」とし、作者の行為を映像表現として提出した。「自
身が定住せず、常に移動して制作するストレンジャーとしての視点。その移動によって起こる視点の変化。
これまでの移動、体験して得たその土地特有の視点、外国人的視点を記した。自身が移動すると並行して、
自身の思考は飛翔する。」と語るように時間と地域の移動に伴う気質や風土、社会的環境との接点を背景に本
人の不思議なユーモアを表出する。例えばクリスマスツリーを洗車機で洗車するいたずら、は人間の行為の
冷ややかなメタファーとして行為の無為を揺さぶる。島を動かすボートたちの起こりえない事について挑戦
する行為については禅的でさえある視点を読み取る事ができる。風船で空に舞う猿のぬいぐるみは最近の人
間と動物の共存する社会環境を冷めた目で俯瞰する批評性を感じる。 
作品、論文の共時性の中での審査は、複雑に交差する事象の表現のメカニズムの図に言及され、これを高
く評価した。また、Roman SignerとFrancis Alysの作品の考察から自作品との相違点を明らかにし、表現の
独自性を相対化した点も芸術家としての将来生を深く洞察している点も高く評価した。 
審査員全体では論文はさらに深く研究が進む可能性をも鑑み作品、論文共に学位にふさわしいと認めた。 
